
そ
そ
と
咲
く
露
草
の
花
母
偲
ぶ
 

花
鉄
逝
く
夏
惜
し

み
秋
を
切
る
 

傘
に
な
り
杖
に
も
な
っ

て
逝
つ
た
姉
 

ご
無
沙
汰
も
つ
い
で
に

詫
び
て
納
骨
す
 

こ
の
命
弥
陀
に
委

ね
て
年
齢
か
さ
ね
 
 

無
精
卵
ば
か
り
食
う
か
ら
人
が
減
る

電
話
よ
り
噂
が
早

い
過
疎
に
住
む

胸
に
手
を
置
い
て
仏
の
夢
を
見

る

干
菜
揺
れ
住
い
の
広
さ
お
ら
が
村

安
楽
死
願
い
今
夜
も
ま
た
眠
る
 

川 

柳 

川 

柳 

マぬ携l 

川 

柳 

川 

柳 

「露
草
の
花
」
 

「お
ら
が
村
」
 

泉
 
谷
 
て
い

女
 

岩
 
田
 
し
げ
み
 

，
 
ー

！
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「お
ま
え
も
か
」
 

「気
晴
ら
し
」
 

高
 
橋
 
け
ん

一
 

白
 
川
 
哲
 
子
 

父
の
靴
ぼ
こ
ぼ
こ
温
く
い
声
を
出
す
 

ジ
ャ
ン
プ
し
て

K点
越
え
た
日
の
ス
リ
ル
 

父
と
子
に
沼
ひ
と
つ
あ
る
煙
草
盆
 

負
け
通
し
恋
だ
け

ー
つ
も
ぎ
取
っ
た
 

「
帰
っ
て
来
い
」
父
の
手
紙
は
短
く
て
 

気
晴
ら
し
に
天
狗
の
鼻
を
欠
い
て
く
る
 

お
ま
え
も
か
溺
れ
た
川
で
亡
父
に
逢
う
 
し

み
じ
み
と
新
茶
味
わ
う
二
人
で
す
 

父
を
描
く
や
っ
ぱ
り
背
中
だ
け

に
な
る
 

次
の
世
も
馬
鹿
正
直
に
生
き
る
ら
し
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川 

柳 

川 

柳 

人
 

生
 

月
 
見
 
草
 

瀬
 
川
 
新
 
一
 

人
生
に
止
り
木
欲
し

い
齢
と
な
り
 

フ
キ
の
ト
ウ
 
雪
の
窓
開
い
て
こ
ん
に
ち
は
 

福
寿
草
 
チ
ュ

ウ
リ
ッ
プ
と
丈
く
ら

べ
 

空
高
く
白
鳥
鳴
い

て
飛
ん
で
行
く
 

鳴
き
な
が
ら
白
鳥
隊
組
み
北
帰
行
 

小
山
内
 
ト

モ
子
 

休
日
は
 
犬
に

連
れ
ら
れ
 
散
歩
す
る
 

し
と
し
と
と
 
さ
さ
や
く
や
う
な
 
春

の
雨

タ
ク
ワ
ン
の
匂
い
気
に
な
る
 
バ
ス
の
中

月
見
草
 
未
練
残
し
て
 
朝
に
な
り

子
や
孫
の
 
自
ま
ん
話
の
ク
ラ
ス
会
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外
は
徐
々
に
 
明
る
さ
を
増
し
 

花
の
蓄
が
新
し

い
風
に
 

揺
ら
い
で
い
る
 

ミ
ン
ト
の
香
り
が
 
ほ

の
か
に
優
し
く
 

私
の
ま
っ
毛
を
掠
め
る
 

暖
か
な
枯
れ
た
黄
色
の
紅
葉
の
表
面
に
 

軽
く
 

目
を
閉
じ
、
心
を
委
ね

る
。
 

    

 

春
、
そ
し
て
秋
 

 

詩 

 

木
 
村
 
悠
 
衣
 

   

穏
ゃ
か
な
夜
 

灰
色
の
空
に

ー
つ
 
ぽ
つ
ん
と
 

や
わ
ら
か
い
光
を
纏
い
 

雲
を
ぼ
か
す
 

静
か
な
バ
ラ
ー
ド
を
奏
で
る
か
の
よ
う
に
 

け
し
 

そ
の
月
の
場
所
で
は
 

居
心
地
が
良
く
 

私
は
目
を
逸
ら
す
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
 

母
し
 

そ
の
月
に
全
て
を
奪
わ
れ
て
 

し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
。
 

 

残
さ
れ
た
光
 

詩 

木 

村 

悠 

衣 
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そ
の
道
の
姿
が
、
金
木
町
か
ら
消
え

去
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
道

に
立
っ
て
感
無
量
の
も
の
が
あ
っ
た
。
 

で
き
得
れ
ば
こ
こ
に
古
道
が
あ
っ
た

と
標
識
を
設
置
し
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
と
痛
感
さ
れ
た
。
 

（
き
の
し
た
清
一
調
査
記
）
 

‘訓
ー
 

在
進
め
ら
れ
て
い
る
金
木
川
河
川
付
替

工
事
に
よ
っ
て
本
道
路
が
分
断
さ
れ
、
 

嘉
瀬
道
と
喜
良
市
道
の
分
岐
点
栄
町
と
、
 

嘉
瀬
西
舘
八
幡
宮
西
側
の
畑
の
中
に
位

置
す
る
道
路
に
、
そ
の
道
路
の
形
態
を

と
ど
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
 

①
歴
史
散

策
 

金
木
散
歩
 

消
え
る
古
道
 

朝
日
橋
を
渡
っ
て
左
に
折
れ
て
玉
水
・
菅
原

の
水
田
に
至
る
道
路
は
、
長
富
ー
嘉
瀬
ー
金
木

間
に
新
道
（
県
道
）
が
で
き
る
以
前
は
、
喜
良

市

・
嘉
瀬
に
至
る
主
要
道
で
あ
っ
た
。
 

私
達
の
住
む
金
木
町
は
、
藩
政
以
前
浪
岡
か

ら
中
山
山
脈
山
根
沿
い
十
三
に
至
る
下
の
切
道

が
主
要
道
で
あ
っ
て
、
金
木

・
嘉
瀬
は
脇
道
に

よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
。
 

天
正
六
年
（
西
一
五
七
八
年
）
大
浦
為
信
浪

岡
城
を
攻
略
、
北
畑
顕
村
自
刀
す
る
と
と
も
に

飯
詰
朝
日
氏
も
亡
び
、
天
正
十
八
年
（
西
一
五
 
 

九
〇
年
）
大
浦
為
信
津
軽
お
よ
び
外
ケ
浜
一
円

所
領
安
堵
さ
れ
、
飯
詰
村
に
津
軽
藩
統
治
の
代

官
所
が
置
か
れ
、
下
の
功
遺
通
り
集
落
の
経
済

の
中
心
地
に
飯
詰
村
が
位
置
さ
れ
て
い
た
。
 

大
川
（
岩
木
川
）
築
堤
、
各
河
川
の
整
備
に

伴
っ
て
、
津
軽
四
代
藩
主
信
政
時
代
、
葦
茅
地

地
帯
の
新
田
開
発
も
進
み
も
貞
享
四
年

（
西
一
 

古道分岐点 
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六
八
七
年
）
下
の
功
遺
は
、
飯
詰
組
と
金
木
組

に
分
け
ら
れ
、
金
木
村
に
代
官
所
が
置
か
れ
、
 

下
岩
崎
以
北
の
三
十
六
ケ
村
が
管
理
下
に
入
っ

た
。
 

同
四
年

（
西
一
六
九

一
年
）
金
木
村
に
御
蔵
 

（
現
金木
病
院
敷
地
内
）
が
設
け
ら
れ
る
と
共

に
、
管
理
下
の
三
十
六
ケ
村
の
貢
米

（
上納
米
）
 

が
納
め
ら
れ
、
村
を
む
す
ぷ
道
が
開
か
れ
た
。
 

経
済
圏
が
飯
詰
か
ら
金
木
に
変
わ
っ
た
結
果
、
 

中
柏
木

・
小
栗
崎

・
嘉
瀬

・
小
田
川
・
野
崎

・

喜
良
市
地
域
の
上
納
米
及
び
檀
那

（
地
主
）
に

納
め
る
小
作
米
は
、
嘉
瀬
道
・
喜
良
市
道
を
通
っ

て
、
大
八
車

・
荷
駄
で
運
ば
れ
た
主
要
道
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
浪
岡
を
基
点
と
し
た
中
山
山
脈
山

根
沿
い
の
下
の
切
道
は
廃
た
れ
た
。
 

廃
藩
後
明
治
以
降
に
入
っ
て
、
各
地
方
の
道

路
も
整
備
さ
れ
、
喜
良
市
か
ら
岩
見
町
を
経
て
、
 

金
木
町
に
入
る
新
道
、
嘉
瀬
畑
中
よ
り
東
舘
跡

畑
を
切
割
り
金
木
朝
日
橋
に
至
る
県
道
が
新
設

さ
れ
て
、
本
当
該
の
古
道
は
金
木
町
農
民
の
水

田
耕
作
の
た
め
の
農
道
の
形
態
と
な
っ
た
。
 

小
田
川
ダ
ム
完
成
に
伴
っ
て
、
昭
和
五
十
三

年
金
木
北
部
・
中
部
・
南
部
地
区
水
田
圃
場
整
 
 

備
が
着
手
さ
れ
、
水
田
区
画
整
備
の
結
果
、
本

道
の
ほ
と
ん
ど
の
道
路
は
滅
せ
ら
れ
、
ま
た
現
 

私
達
の
祖
先
が
歩
い
て
来
た
道
、
往
時
物
資

の
運
搬
、
村
々
の
発
展
に
寄
与
し
て
来
た
道
、
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澱
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俺
ァ
わ
ら
し

コ
の
頃
、
嘉
瀬
の
北
の
端
れ
コ
畑
中
の
奴
橋
近
く
で
遊
ん
で
い
る
と
他
村
の
人

・
あ
る
い
は
旅
人
と
思
わ
れ
る
方
々
か
ら
、
嘉
瀬
と
金
木

の
間
の
川
コ
は
こ
の
川
で
し
ょ
う
か
と
、
し
ば
し
ば
問
わ
れ
た
。
 

盛
夏
と
も
な
る
と
小
田
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
手
足
や
顔
を
洗
っ
て
立
ち
さ
る
。
当
時
は
橋
の
快
の
坂
道
を
馬
車
ご
と
川
底
に
降
り
砂
利
を
採
取
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
小
田
川
に
伝
わ
る
嘉
瀬
奴
踊
り
と
歌
詞
は
津
軽
藩
主
信
政
公
の
新
田
開
発
に
最
も
力
を
注
が
れ
た
時
の
村
人
達
の
苦
労
と
悲
し

み
の
状

態
を
顕
わ
し
た
盆
踊
り
と
さ
れ
て
い
る
。
 

世
は
元
禄
（
西

16
87
2ぐ
8
年
）
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
都
の
人
々
は
開
闘
以
来
の
景
気
に
浮
き
立
ち
、
著
り
た
か
ぶ
っ
た
と
さ
れ
る
。
 

ク今
の
世
の
な
か
は
さ
か
さ
ま
で
、
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
コ
、
石
コ
流
れ
て
木
の
葉
コ
沈
む
力
 

奴
踊
り
の
由
来
は
、
幾
つ
か
の
流
伝
が
あ
り
、
詳
し
く
は
「
か
た
り
べ
第
二
集
、
第
九
集
、
第
十
五
集
を
参
照
の
こ
と
」
又
小
田
川
（
昔
は
通
称

廿
間

の
川
コ
）
の
流
れ
は
、
村
の
俗
説
に
よ
る
と
、
現
在
の
小
田
川
が
本
流
と
な
る
ま
で
は
、
幾
筋
も
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
初
代
藩
主
為
信
よ
り
除
々

に
新
田
開
発
に
着
手
さ
れ
、
自
然
に
任
せ
放
し
の
流
れ
を
人
工
的
に
、
小
田
川
を
本
流
に
な
さ
れ
た
と
の
説
が
あ
る
。
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昭
和
四
十
五
年

2
五
十
一
年
ま
で
の
六
年
間
の
工
期
と
十
五
億
円
の
事
 
 

業
費
を
も
っ
て
、
小
田
川
ダ
ム
完
成
す
る
。
そ
れ
以
前
は
小
田
川
流
域
に
、
 

嘉
瀬
地
区
田
ん
ぼ
に
水
を
引
き
人
れ
る
堰
止
頭
首
ロ
は
十
ケ
所
あ
っ
た
。
 

こ
の
堰
止
は
毎
年
、
雪
解
け
水
に
多
少
は
破
壊
さ
れ

て
修
復
す
る
た
め

に
受
益
者
の
多
く
有
る
堰
止
で
は
百
人
以
上
の
人
が
出
て
俵
に
土
を
入
れ

る
者
、
馬
車
で
土
を
運
搬
す
る
や
ら
で
小
田
川
沿
い
の
春
の
賑
わ
い
が
始
 

嘉
瀬
地
区

の
 

主
要

堰
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さ
れ
た
。
 

こ
の
地
区
は
足
踏
も
水
車
で
、
 個
人
の
田
に
引
き
水
を
し
た
。
 

旧嘉瀬村長地主であった旧宅＝現在笠井家に移築 

ま
る
。
 

修
理
の
あ
と
で
堰
ロ
の
高
さ
、
幅
、
田
ん
ぼ
に
流
れ
て
行
く
注
入
口
等

が
規
格
に
合
っ
て
い
る
か
、
水
の
流
れ
の
度
合
い
を
下
流
の
堰
頭
に
確
認

し
て
も
ら
い
許
可
を
受
け
る
。
 

又
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
止
に
改
造
す
る
に
も
下
流
の
堰
頭
の
許
可
が
必
要

と
さ
れ
た
。
小
田
川
流
域
に
水
を
下
流
に
巡
し
、
嘉
瀬
の
人
を
置
き
、
夜

明
け
と
共
に
、
上
流
の
喜
良
市
田
モ
デ
に
引
き
水
す
る
堰
止
ニ
ケ
所
と
喜

良
市
橋
上
流
ー
嘉
瀬
堰

・
橋
下
流
小
栗
崎
堰
、
数
メ
ー
ト
ル
程
の
長
さ
に

何
十
セ
ン
チ
か
の
巾
の
水
止
板
を
下
し
上
萩
元
地
区
に
水
を
引
き
入
れ
る
。
 

嘉
瀬
の
水
廻
し
人
が
、
午
後
三
時
に
上
流
の
堰
止
よ
り
順
次
水
止
板
を
上

げ
て
夜
間
は
下
流
に
流
す
。
 

（朝
は
夜
明
け
と
共
に
板
を
下
し
て
上
萩
元
地
区
に
引
水
す
。
）
 

津
軽
鉄
道
二
百
メ
ー
ト
ル
上
流
に
現
在
も
使
用
中
の
大
堰
が
あ
る
。
 水

の
流
れ
は
、
嘉
瀬
の
北
側
の
部
落
を
、
通
り
抜
け
る
と
各
地
区
の
田
ん
ぼ

の
面
積
に
応
じ
た
水
が
流
れ
る
よ
う
に
足
盤
が
設
置
さ
れ
て
い
て
も
水
の

最
使
用
期
及
び
日
照
り
と
な
る
と
個
人
別
の
末
端
ま
で
足
盤
を
設
け
る
が
、
 

自
分
田
に
水
の
諺
の
如
く
、
水
争
い
の
絶
え
な
い
地
域
で
も
あ
っ
た
。
 下

流
で
田
植
え
を
し
て
い
る
と
必
ず
そ
の
日
の
う
ち
に
水
を
流
し
て
や
る
と

い
う
な
ら
わ
し
も
あ
っ
た
。
 

嘉
瀬
バ
イ
パ
ス
よ
り
下
流
の
小
田
川
に
設
け
て
あ
る
六
ケ
所
の
堰
は

一

番
堰
ー
六
番
堰
と
称
し
て
い
た
。
 

嘉
瀬
堰

・
小
栗
崎
堰
・
サ
ン
ザ
ム
堰
・
三
番
堰
は
小
田
川
の
北
側
の
上

萩
元
地
区
及
萩
元
地
区

・
通
称
コ
ジ
ャ
キ
・
タ
デ
コ
・
ヤ
マ
コ
・
土
堤
端
・
 
 

エ
マ
シ
・
へ
と
引
き
水
さ
れ
て
い
た
。
 

一
番
堰
か
ら
 

六
番
堰
 

津
軽
鉄
道
下
流
約
二
百
メ
ー
ト
ル
地
点
は
サ
ン
ザ
ム
堰
こ
れ
ま
で
西
に

向
か
っ
て
い
た
小
田
川
の
流
れ
が
急
カ
ー
ブ
と
な
っ
て
南
向
に
流
れ
が
変

わ
る
、
洪
水
時
の
渦
巻
で
堰
下
の
土
堤
は
崩
壊
さ
れ
西
側
の
小
丘
田
畑
も

崩
れ
落
ち
て
碧
水
の
深
い
淵
と
な
っ
て
別
名
魔
淵
堰
と
よ
ば
れ
十
ケ
所
の

堰
で
も
っ
と
も
危
険
場
所
と
さ
れ
周
囲
に
近
寄
る
可
か
ら
ず
と
立
て
札
も

あ
っ
た
。
 

各
堰
の
下
は
大
人
の
背
丈
も
と
ど
か
な
い
深
み
が
あ
り
蟹
や
雑
魚
の
住

か
で
も
あ
る
。
 一
番
・
二
番
・
四
番
・
五
番
・
六
番
堰
は
小
田
川
南
側
駒

留
地
区

・
通
称
オ
シ

エ
バ
・
ト
ラ
バ
タ

・
三
木
柳

・
カ
ナ
ヤ
ヂ

・
カ
シ
モ

の
田
ん
ぼ
に
水
を
引
き
入
れ
て
い
た
。
 

終
点
の
六
番
堰
は
水
使
用
期
間
に
な
る
と
雨
の
降
ら
な
い
か
ぎ
り

一
滴

の
水
も
届
か
な
い
。
 小
田
川
終
点
の
南
側
・
リ
ン
ゴ
畑
の
跡
地
約
五
町
歩

は
旧
嘉
瀬
地
区
一
番
の
地
主
山
勝
所
有
地
で
あ
り
昭
和
二
十
五
年
前
に
セ

メ
ン
ト
に
よ
る
堰
を
造
り
又
下
流
の
十
川
に
水
揚
げ
ポ
ン
プ
を
設
け
て
開

田
さ
れ
た
が
農
地
改
革
に
よ
り

（
五
十
町歩
余
の
水
田
を
所
有
）
村
一
番

の
財
産
家
で
嘉
瀬
一
等
地
、
元
の
劇
場
の
あ
る
十
字
路
に
門
と
高
い
黒
垣

を
、
巡
し
て
い
た
が
、
農
地
改
革
の
数
年
後
に
宅
地
は
、
他
人
の
手
に
渡
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り
、
家
は
現
在
桜
田
部
落
の
国
道
三
三
九
号
線
添
い
に
笠
井
家
と
し
て
建
っ

て
い
る
。
 

脳 

池
掛
り
 

の
用
水
 

国
道
三
三
九
号
線
添
い
の
通
称
長
富
溜
池
及
嘉
瀬
溜
池
は
元
禄
時
代
の

築
造
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

長
富
溜
池
は
長
富
地
区
と
嘉
瀬
地
区
に
分
流
さ
れ
鎧
石
地
区
と
雲
雀
野

地
区

・
嘉
瀬
溜
池
も
雲
雀
野
地
区

（通
称
綿
眺
田
嘉
瀬
田
ん
ぼ
の
三
分
の

一
ほ
ど
）
の
面
積
を
潤
す
。
こ
の
新
開
地
区
は
日
照
り
続
き
に
な
っ
て
も

両
溜
池
に
よ
り
水
不
足
に
な
ら
ず
に
済
む
地
区
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
地
区
は
三
分
の
二
ほ
ど
湿
田
が
あ
り
馬
で
の
作
業
は
で
き
な
く
三

本
鍬
で
土
を
起
こ
し
、
土
を
砕
き
水
を
入
れ

一
本
鍬
で
泥
に
し
て
田
植
え

を
行
う
。
湿
田
か
ら
の
産
米
は
良
質
と
言
え
な
く
又
、
畦
道

（
あぜ
み
ち
）
 

か
ら
刈
り
取
る
草

（馬
の
食
べ
る
）
も
他
の
草
よ
り
も
味
は
ま
ず
い
の
か
、
 

私
の
馬
も
好
ま
な
か
っ
た
。
 

昭
和
五
十
年
度
か
ら
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
湿
田
も
改
良
さ
れ

良
質
米
が
生
産
さ
れ

て
い
る
。
 

二
つ
の
溜
池
の
水
は
新
開
の
田
ん
ぼ
の
排
水
溝
に
流
れ
飯
詰
川
終
点
の

サ
イ
フ
オ
ン

・
飯
詰
川
の
川
底
を
横
断
し
て
、
大
正
初
期
の
開
田
と
さ
れ

る
飯
詰
川
南
側
・
通
称
耕
地
整
理

・
雲
雀
野
地
区
約
四
十
二
町
歩
に
利
用
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当
時
一
枚
一
反
の
広
さ
の
田
を
田
掻
き

（
水入
れ
て
土
塊
を
砕
く
）
の

で
き
る
ま
で
に
水
を
入
る
た
め
昼
は
数
力
所
で
水
車
を
使
用
す
る
た
め
水

路
の
水
の
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、
夜
中
に
大
正
六
、
七
年
生
ま
れ
の
成

田
善
蔵
及
木
下
留
蔵
の
若
い
頃
の
二
人
は

（
昭和
十
五
年
頃
）
交
互
に
朝

ま
で
水
車
を
踏
む
も
乾
燥
し
き
っ
た
土
塊
や
割
目
の
地
盤
に
浸
透
す
る
水

が
多
く
、
 一
枚
の
田
に
七
分
程
の
水
し
か
入
ら
な
い
。
 

私
と
山
中
満
行
の
二
人
が
早
朝
よ
り
起
こ
さ
れ
二
頭
の
馬
を
連
れ
て
耕

地
整
理
の
田
ん
ぼ
へ
と
行
き

一
枚
の
田
に
水
の
渡
っ
た
個
所
よ
り
一
頭
は

縦
に

一
頭
は
横
に
交
差
し
合
い
な
が
ら
土
塊
を
田
植
え
が
で
き
る
ま
で
に

泥
に
す
る
。
 

耕
地
整
備
（
雲
雀
野
）
地
区
は
村
落
よ
り
離
れ
る
こ
と
約
四
キ
ロ
、
水

利
の
関
連
も
あ
り
田
植
え
は
村
の
最
後
と
な
り
六
月
十
日
頃
、
他
村
の
人
々

か
ら
苗
運
び
馬
と
稲
運
び
の
馬
が
行
き
逢
う
と
噴
わ
れ
て
い
た
。
 

肥
料
撤
き
、
水
車
踏
み
、
田
掻
き
、
田
植
え
と
村
の
人
々
が
群
れ
一
斉

に
急
作
業
が
始
ま
る
地
区
だ
っ
た
。
 

近
村
か
ら
は
田
植
え
も
済
み
、
虫
祭
り
の
太
鼓
の
響
き
が
聞
こ
え
て
く

る
。
も
う
、
ひ
と
息
そ
れ
頑
張
れ
と
元
気
付
け
ら
れ
る
響
き
で
も
あ
っ
た
。
 

嘉
瀬
地
区
の
田
ん
ぼ
面
積
は
約
五
百
六
十
町
歩

・
現
時
点
と
半
世
紀
前

と
広
さ
で
は
あ
ま
り
変
わ
り
な
い
。
 

現
在
は
小
田
川
ダ
ム
・
小
田
川
改
修

・
十
川
改
修
・
排
水
機
の
設
備
、
 

碁
盤
の
目
の
よ
に
区
画
さ
れ
た
田
ん
ぼ
は
美
し
い
。
 こ
の
美
田
と
区
画
前

の
昔
の
田
ん
ぼ
の
風
景
を
想
起
し
、
ダ
ブ
ら
せ
な
が
ら
平
成
十
一
年
八
月

六
日
晴
れ
（
原
爆
記
念
日
）
に
奴
橋
を
起
点
に
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
嘉
瀬
地
 
 

区
田
ん
ぼ
を
一
周
す
る
た
め
に
小
田
川
の
北
側
の
土
堤
を
東
に
向
か
っ
て

走
る
と
上
萩
元
地
区
は
一
面
の
転
作
の
大
豆
で
あ
る
。
 

嘉
瀬
と
喜
良
市
の
境
界
ら
し
き
所
に
来
る
と
約
一
、
ー
ー
キ
ロ
と
車
のメ
ー
 

タ
ー
が
表
示
さ
れ
る
。
 小
田
川
よ
り
農
道
を
北
に
〇
、
五
キ
ロ
走
る
と
野

崎
よ
り
西
に
向
か
う
舗
道
に
で
る
。
 

こ
の
舗
道
を
、
米
ロ
ー
ド
ま
で
行
き
萩
元
地
区
と
菅
原
地
区

の
境
界
農

道
を
西
に
行
き
、
十
川
近
く
ま
で
走
る
と
四
キ
ロ
で
あ

る
。
 

萩
元
地
区
よ
り
小
田
川
地
区
の
最
下
流
の
橋
を
渡
り
、
駒
留
地
区

（
オ

シ
エ
バ
）
小
田
川
南
側
終
点
に
着
く
と
ニ
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
 小
田
川
終
点

よ
り
十
川
の
土
堤
を
南
に
走
っ
て
飯
詰
川
終
点
雲
雀
野
橋
ま
で
二
、
五
キ

ロ
の
距
離
で
あ
っ
た
。
 途
中
一
面
に
大
豆
が
蒙
々
と
青
く
繁
っ
て
い
た
。
 

区
画
整
理
事
業
当
時
は
飽
く
ま
で
も
稲
コ
育
て
る
た
め
に
あ
っ
た
が
、
 

世
の
中
の
変
動
に

（
今
年
の
転作
は
嘉
瀬
地
区
の
三
分
の

ー
と
言
わ
れ
る
）
 

怒
り
を
感
じ
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
る
。
 

雲
雀
野
橋
よ
り
耕
地
整
理
地
区
を

一
回
り
す
る
と
、
 三
、
ニ
キ
ロ
あ
っ

た
。
雲
雀
野
橋
よ
り
飯
詰
川
北
側
の
土
堤
を
東
に
進
み
嘉
瀬
区
画
整
理
の

農
道
に
降
り
て
長
富
溜
池
の
国
道
三
三
九
号
線
に
出
る
と
三
キ
ロ
で
あ
る
。
 

こ
こ
か
ら
北
に
向
か
っ
て
起
点
の
奴
橋
に
着
く
と
ニ
キ
ロ
あ
り
嘉
瀬
地
区

の
約
五
百
六
十
町
歩
の
田
ん
ぼ
を
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に

一
周
す
る
と
一
八

・

七
キ
ロ
あ
っ
た
。
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稗
は
北
か
ら
の
文
化
の
要
素
で
あ
り
、
稲
は
南
か
ら
の
文
化
要
素
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
嘉
瀬
の
稲
作
の
始
ま
り
の
年
代
を
知
る
人
は
い

な
い
。
田
舎
館
村
の
水
田
の
垂
柳
遺
跡
は
約
二
千
年
前
の
弥
生
時
代
の
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
国
は
神
代
か
ら
の
瑞
穂
の
国
と
美
称
す
。
 

我
が
ふ
る
さ
と
も
瑞
穂
の
文
化
を
受
け
継
い
で
き
た
が
、
瑞
穂
の
美
称

が
薄
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
農
家
に
生
ま
れ
農
す
る
私
に
は
淋

し
い
c
 

中
山
山
脈
か
ら
の
小
田
川
の
流
れ
は
先
輩

・
故
人
等
の
俗
説
で
は
、
現

在
の
冷
水
町
内
通
り
及
び
浜
田
精
米
所
近
く
の
小
堰
の
流
れ
等
と
合
流
さ

れ
鍛
冶
町
の
薬
師
神
社
の
南
側
に
あ
る
大
堰
が
本
流
の
説
。
又
、
小
田
川

ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
塔
の
あ
る
急
カ
ー
ブ
の
所
に
あ
っ
た
サ
ソ
ザ
ム
堰
よ
り

引
入
れ
た
流
れ
こ
そ
小
田
川
本
流
で
あ
り
東
舘
跡
の
堀
を
利
用
し
た
流
れ

と
さ
れ
る
。
 

第
二
か
た
り
べ
の
嘉
瀬
史
跡
の
足
跡
を
尋
ね
る
の
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
 

嘉
瀬
東
舘
跡
で
天
正
十
五
年
五
月
新
城
白
旗
城
番

・
阿
部
孫
三
郎
の
金

岐
舘
守
・
津
島
金
右
工
門
の
急
襲
を
受
け
飯
詰
高
楯
城
幕
下
の
東
舘
守
浜

舘
三
郎
永
光
討
死
。
こ
の
地
は
縄
文
後
期
の
土
器
破
片
出
土
、
古
代
住
居

跡
と
さ
れ
、
ま
た
蝦
夷
砦
跡
と
も
伝
え
ら
れ
、
古
く
か
ら
存
在
が
位
置
付
 
 

け
ら
れ
て
い
る
。
 

現
在
の
嘉
瀬
八
幡
宮
の
森

・
嘉
瀬
西
舘
跡
天
正
十
五
年
五
月
（
西
暦
一

五
八
七
年
）
新
城
白
旗
城
番
阿
部
孫
三
郎

・
金
岐
舘
守
津
島
金
右
工
門
の

襲
撃
を
受
け
高
楯
幕
下
の
西
舘
守

・
三
浦
権
十
郎
重
孝

・
砦
に
放
炎
討
死

し
果
て
て
い
る
。
ま
た
平
泉
藤
原
時
代
の
蝦
夷
舘
跡
と
伝
え
ら
れ
る
。
 ・

昔
の
古
戦
場
跡
の
畑
仕
事
に
、
両
親
に
連
れ
ら
れ
行
く
と
畑
地
の
中
か

ら

（
約平
安
末
期
）
の
土
器
の
破
片
が
出
る
と
幼
年
の
私
に
遊
び
の
倶
に

与
え
て
く
れ
た
。
 

小
学
生
の
頃
、
遊
び
回
っ
て
空
腹
に
な
る
と
畑
の
、
青
首
大
根

・
人
参
・

瓜
等
の
句
物
を
盗
み
食
べ
て
は
満
腹
と
す
る
。
 

畑
作
り
の
主
婦
等
が
春
先
か
ら
精
根
を
注
ぎ
育
て
上
げ
た
句
物
を
先
取

り
し
て
食
べ
、
し
か
も
大
根
は
上
の
青
首
の
方
、
瓜
は
下
の
方
を
食
べ

て

あ
と
は
捨
て
る
。
 子
供
も
お
い
し
い
所
は
心
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

三
、
四
人
の
集
団
で
行
動
を
す
る
。
主
婦
等
に
発
見
さ
れ
る
と
サ
ー
大
 

ツ
 
ポ
 
ケ
 
ワ
 
ラ
 

イ
グ
 

ワ
！
フ
 

変
で
あ
る
。
こ
の
津
保
化
童
し
、
何
ん
ぼ
悪
ね
童
し
だ
ば
な
と
追
い
立
て
 

ら
れ
て
逃
げ
廻
る
こ
と
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
 

子
守
歌

n
（
泣
け
ば
山
が
ら
豪
古
く
る
ね
）
及
び
奴
踊
り
の
歌

n
（
嘉
 

イ
ク
ズ

ラ
 
ッ
 

ポ
 
ケ
 
ワ
 
ラ
 

瀬
と
金
木
の
間
の
川
コ
）
又
悪
戯
す
る
と
『
津
保
化
童
し
』
等
は
合
言
葉

の
よ
う
に
幼
少
よ
り
聞
か
さ
れ
る
。
 

ロ
ン
シ
十

ソ
 

津
保
化
族
と
は
夏
王
朝
・
中
国
の
竜
文
土
器
文
化
を
主
体
と
す
る
紀
元

前
二
千
年
の
王
朝
に
先
立
つ
聖

・
伏
義
氏
の

一
団
が
中
国
大
陸
か
ら
大
挙
 

ッ
 
ガ
 

ル
 
ッ
 

ボ
 
ケ
 

し
て
東
日
流
に
移
住
し
、
彼
ら
を
津
保
化
族
と
い
っ
た
。
 

そ
し
て
、
東
日
流
の
先
住
民
ァ
ソ
べ
族
と
渡
来
民
族
ッ
ボ
ケ
族
と
の
壮
 

縄
文
か
ら
の
 

流
れ
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